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全国を対象とした臨床分離 CA-MRSA 株の経年的

変化 
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【背景および目的】市中感染型 MRSA（Community 

Associated MRSA: 以下 CA-MRSA）は米国において，

市中のみならず院内においても検出が増えており，最も

注意すべき病原菌の一つと考えられているが，日本にお

いては，CA-MRSA に関する疫学調査は少ない．我々は，

2010 年に全国の CA-MRSA を対象に収集・解析を行っ

た．CA-MRSA の約１割が PVL 産生株であることが判

明したが，過去に比較できる報告が少なく，経年的な変

化を確認することは困難であった．そこで、今回我々は，

前回と同じ条件下で CA-MRSA 株を新たに収集し、以

前得られた CA-MRSA 株と比較することを目的とした．

【方法】全国の医療施設からミロクメディカルラボラト

リーに培養を依頼された検体のうち，1)外来患者，2)

皮膚や膿から分離されたもの，3)微量液体希釈法で

MPIPC≧4µg/ml，の全ての条件を満たす株を対象とし

た．PCR にて mecA 遺伝子の確認及び SCCmec typing，

病原因子遺伝子の検出(PVL，TSST-1，ET)を行い，薬剤

感受性を測定した．また，PVL 遺伝子陽性株に関して

は MLST を行った．【結果】2012 年の臨床分離株は現

在までに 90 株収集され，遺伝子解析を行ったところ，

SCCmec type I が 4 株（4.4%），type II が 29 株（32.2%），

type IV が 39 株（43.3%），type V が 14 株（15.6%）

であった．PVL 陽性株は 11 株（12.2%）であり，11

株中 10 株が type IV（type IVa: 4，type IVc: 6），1 株

が type V であった．PVL 陽性 SCCmec type IVa 株の

うち 3 株は ACME 陽性であり，USA300 clone である

ことが疑われた．【結論】対象となった 2012 年の全

MRSA 株に PVL 産生株が占める割合は約 1 割であり，

2010 年時の結果と同程度であった．しかし，SCCmec

type IV 株に占める PVL 産生株の割合は 26%と高く，

また，USA300 clone の検出が多いことから，病原性の

高い菌株が増加している可能性が示唆された．さらに引

き続き菌株の収集を行い，解析結果を併せて報告する予

定である．  
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神奈川県下 4 施設における VCM 低感受性 MRSA

の検出状況と治療の現状 
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【目的】VCM はグリコペプチド系抗菌薬であり、主

として MRSA 感染症治療目的に使用されている。近年

VCM に対して感受性の低い MRSA による感染症がそ

の治療の困難さから問題になっている。今回我々は、

VCM に対して低感受性（MIC≧2μg/mL）の MRSA

の検出状況、薬物治療の現状について調査し、今後の

治療計画の検討に役立てることとした。【方法】

2011 年 1 月から 12 月に神奈川県下 4 施設に入院し

た患者で VCM に感受性の低い（MIC≧2）MRSA が

検出された症例を retrospective に検討した。【結果】

調査 4 施設における MRSA の検出患者数は 532例で、

そのうち 236 例で VCM の MIC≧2 の MRSA が検出

された。236 例中、保菌は 185 例で、実際に治療が

行われたのは 51 例だった。選択された抗 MRSA 薬の

内訳は、VCM 23 例、TEIC 28 例、ABK 8 例、LZD 12

例だった（重複含む）。初期治療に VCM が選択され、

その後変更された症例が 6 例で、2 例は TEIC、1 例は

ABK、3 例は LZD に変更された。抗 MRSA 薬の投与

終了後1ヶ月以内の死亡は 17例だった。13例で VCM

の AUC/MIC が算出できたが、有効性の目安とされる

400 を達成したのは 4 例だった。しかし、400 未満の

症例も 7例で 1ヶ月以上生存していた。【考察】 VCM

の MIC≧2 の MRSA に対して、VCM で治療が完遂し

た症例の 1 ヶ月生存率は 75%であり、他の抗 MRSA

薬で治療した症例と変わらなかった。検査結果で MIC

＝2 と判定された症例の中には MIC＝1～2 の症例が

含まれていると考えられるため、MIC＝2 と判定され

た症例においても慎重に臨床経過を観察すれば VCM

で治療継続することが可能であると推測される。 
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